
信頼性工学 ◎

・数理統計学の授業内容に近い
・正規分布の使い方がわかれば
大丈夫
・覚えなければならない用語は多
い
・短期間である程度点数とれるの
でオススメ ◎

2次試験対策講座を受けてお
けば大丈夫だと思います。講
座で初めて習いましたがそれ
からでも十分間に合うと思いま
す。自分は内容が面白そうだっ
たのでネットで信頼性工学を解
説しているページとか見てまし
た。短期間で問題が解けるよう
になるのでおすすめです。

◎

知識がなくても数週間勉強す
れば合格ラインまでたどり着く
関連科目: 確率統計

◎

・生命の正課の授業では無い
科目ですが、ほぼ確率計算が
ですので、講座から初めて勉
強しても十分対策できます。
・私は二次試験で選択する優
先度として3番目でしたが、本
番で選択したことによって合格
できた科目なので、勉強するこ
とをオススメします。

◎

正課との関連性は特になし
出題傾向が一定化しており、
点数が取りやすいため、オス
スメ
過去問をしっかりとやることが
大切

◎

信頼性工学はほとんどみんな2次試験対策で初めて目に
する科目です。そして本番でも選択してる人がけっこうい
ると思います。とってもオススメ科目です。
2次試験対策の近藤先生の授業を受けた後、そこで配ら
れた資料と過去問をやればだいたいいけると思います。
昨年はその前の年とほぼ同じ内容が出たので、過去問
は絶対やるべきです。(他にあまり解く問題がないのでた
ぶんやると思いますが笑)
ただし、そこまで2次試験対策をする時間がないので、ど
うしても苦手だったら早めに見切りをつけて違う問題を
チョイスしてもいいかもしれません。ただ個人的にはどん
な人でもそこそこ点数がとれるのがこの科目だと思って
います。

土木（環境・衛生） × × × ◎

・正課の授業では無い科目で
すが、知識と説明問題ばかり
で内容もそこまで難しくないの
で対策し易い科目です。
・他の科目と共通しますが、講
座を受けるだけでなく、過去問
の説明問題などが出来るか、
自分で繰り返し演習した方が
絶対にいいと思います。

◎

環境システムの人にはオスス
メ
正課の授業で学んだことでわ
かる部分とわからない部分が
ある
出題範囲が広いため、予想が
外れるリスクはある ◎

上下水道系(衛生)と廃棄物系(環境)の2種類のうちどちら
かを選んで解答という形式です。
上下水道のほうは必要な知識がけっこう限られるのでオ
ススメです。1次試験の丸山先生の講座(衛生かな？)を
受けておくと短時間で必要な知識を網羅してくれるので1
次試験にも2次試験にも役に立ちます。それほど変わっ
た問題もないのである程度勉強してしまえば安定すると
思います。
廃棄物系は1次試験でもそれほど使わないので勉強して
るひとは少ないのかな？と思います。自分は研究室が廃
棄物系なのでなじみのある分野でした。出題テーマもいく
つかに絞られるので、悪くはないと思います。

土木（都市・交通） × × × × △

都市システムの人にはオスス
メ
特に交通系に強い人にオスス
メ
知識問題もあるが、本番で実
際に考えて解く問題もたまにあ
る

△

こちらも都市と交通の2種類からどちらかを選んで解答す
る形式だと思います。
ほとんどが知識問題なので、特別な知識や能力は必要
ないです。また、常識的に知っているものなどもありま
す。ただし、そこそこ出題範囲が広めなので、学科や1次
試験などで勉強している人のほうが楽かもしれません。
環境都市系の人は正課の「都市計画」や「都市交通計
画」などの授業に近い問題がでるので、そういった科目を
履修している人はなじみのある問題かと思います。もちろ
ん履修経験なくても問題ないです。
特に交通系は身近なものだテーマだったりするので、とっ
つきやすさはあると思います。2次試験対策のときにけっ
こう多めの資料を渡してもらえるので、時間がなかったら
それらのテーマについてある程度目を通しておくだけでも
他がわからなかったときの保険の科目にはなるかなと思
います。

土木（河川） × × × × × ×

土質力学 × × × × △

本番の試験内容が読めないた
め、よほどの自信がある人以
外にはオススメしない
力学系が得意な他大学の学生
と比較されるため、結構頑張ら
ないといけない

×

流体力学・水理学 × × × × × ×

材料力学・構造力学 △

・物理科で近い授業はない
・一から学習するには時間が足り
ないのでオススメしない

× × × △

一科目の勉強だけで複数科目
が解けるようになるため、構造
力学が得意な人にはオススメ

×

建築設計・都市設計 × × × × ×

機械力学 △

・剛体の力学
・力学1,2,3の内容
・普通に解けるはず

○

物理科であれば十分解けると
思います。
剛体のモーメントも含めた運動
方程式ができれば大丈夫だと
思います。1次試験の時に機械
力学をやった人ならいけます。
熱が難しそうだったのでこっち
を解きました。「力学2」が近い
かなと思います。

× × × ×

電磁気学・電気回路 △

・理論部分は電磁気学なので恐
らく問題ない
・テブナン,ノートン,ミルマンの定理
は必須
・電気回路等が出るので慣れて
いない物理科にはオススメしない

△

行けるかなと思いましたが物理
では回路をやってなかったので
難しく感じました。2次試験対策
講座を受けてからは全く選択
肢に入りませんでした。 ◎

電気電子工学科であればオス
スメ
電磁気学演習(正課科目)で使
用していた教科書の問題を解
くことができれば十分
1次試験と内容が被っている
ので1次試験対策として早い
段階で2次試験の問題を解くこ
とをオススメする

× × ×

熱力学・熱機関 ◎

・理論部分は基礎熱力学のマク
スウェルの関係式あたり
・熱機関は授業内容外なので注
意
・簡単なのでおすすめ(過去問を
見てみてください) △

物理科なら熱もなじみがあるの
で選択肢になるかなと思いま
す。ただ物理科では熱機関
（ディーゼルサイクルとか）は習
わないと思うので「熱力学」が
好きならおすすめです。 △

1次試験の熱力学は高校の知
識さえあれば問題なかったが,
2次試験は専門分野にしてい
る人でないと難しいかも
(実際電気科の私は本学の二
次試験対策講座を受講してい
たが内容が分からなかったの
で本番では解かなかった)

△

・生命の正課授業で勉強した
ような内容の科目です。私は
正課の内容はほぼ理解できて
いませんでしたが、講座での
勉強だけで十分得点源となり
得る科目でオススメします。
・二次は過去問に答えが無い
ので、過去問演習で分からな
ければ、学習相談会などで先
生に積極的に聞きましょう。

× ×

電子工学 × × △

覚えることが多く挫折した
電験三種の勉強をしたことが
ある人は知識が身についてい
るかと思うので選択肢に入れ
てみてもよいかと思います

× × ×

制御工学 × × △

制御の計算には自信があった
が, それだけでは解けない要
素があった(詳しくは覚えてい
ません)
制御工学(正課授業)の知識だ
けでは解けない

△

・生命の正課の授業では無い
科目ですが、数学が得意なら
ば講座で対策できると思いま
す。
・一次試験と比較して難易度
が結構上がると思います。心
の保険としてはアリと思います
が、他科目の方が簡単だと思
います。

× △

1次試験の制御の内容を少し発展させた内容だと思いま
す。2次試験から勉強を始めてもできなくもないかと思い
ますが、好き嫌い(得意不得意)が少しわかれるような内
容かなと思います。なので、1次試験の勉強である程度
理解してる人にはオススメです。自分はあまり好きではな
かったので、本番で他ができなかったらやろうかな程度で
した。ただし、できるようになればそこそこ安定して点数が
とれる気がするのでその点では良いかもしれません。

情報工学 × × × × × ×

◎･･･本学の二次試験対策講座を受講、試験本番でも選択した

○･･･本学の二次試験対策講座は受講しなかったが、試験本番では選択した

△･･･本学の二次試験対策講座を受講したが、試験本番では未選択

×・・・未受講、未選択

【土木全般アドバイス】
土木は1つしか選べないので、(得意不得意がありながら
も)3～5つある程度勉強して、当日一番点数が取れそうな
ものをチョイスするのが一番いいと思います。

知識問題という性質上、知らなかったら解けないというき
らいがあるのですが、いくつかやっとけば当日1つくらい
はできるやつがあると思います。

また、他の科目を解く予定にしておいて、その保険として
どれかを勉強しておいくパターンも悪くないと思います。
特に環境・衛生や交通はなんとなく知っているだけでも解
けたりするのでさらっと目を通しておくだけでも保険になり
ます。

【参考資料】
　二次試験対策講座（工学区分）
　先輩の科目選択情報

※注意※
本資料はあくまでも【参考資料】です。ごく一部の先輩がどのように科目を選択したかの情報ですので、×がついている科目だから取
らなくて良いということではありません。ご自身の専門性や得意分野と照らし合わせて、科目を選択してください。科目を検討する上
で、近藤先生との相談会をぜひ利用しましょう。また、昨年度の講義動画の視聴も可能ですので、合わせて参考にしてください（詳細
は「国家総合職２次試験対策講座（専門科目）」募集要項を確認）
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理工学研究科
基礎理工学専攻

（素粒子物理学研究室)

理工学研究科
電子システム専攻

(情報通信システム研究室)
先輩の所属

理工学研究科
環境都市専攻

（建設保全工学研究室）

理工学研究科
環境都市専攻

(循環型社会研究室)

生命科学研究科
応用化学コース

（無期触媒化学研究室）

理工学研究科
基礎理工学専攻
（菅原研究室）


